
第７回 監視専門調査会議事要旨 

 

（開催要領） 

１ 日 時  平成 23 年 12 月２日（金） 15：00～17：30  

 

２ 場 所  永田町合同庁舎第１共用会議室 

 

３ 出席者 

会長  鹿嶋 敬  実践女子大学教授 

会長代理 山谷清志 同志社大学教授 

委員 家本賢太郎  株式会社クララオンライン代表取締役社長 

同  大谷美紀子  弁護士 

同  岡本直美   日本労働組合総連合会長代行 

同  二宮 正人  北九州市立大学教授 

同  原田 泰   株式会社大和総研顧問 

同  廣岡 守穂  中央大学教授 

同  松下 光惠  静岡市女性会館館長 

同  山本 隆司  東京大学大学院教授 

 

（議事次第） 

１ 開会 

 

２ 「雇用・セーフティネットの再構築」に関する有識者ヒアリング 

(1) 宮本 太郎 北海道大学大学院教授 

(2) 松下 光惠 静岡市女性会館館長 

 

３ 閉会 

 

（配布資料） 

  資料１ 事務局配布資料 

（フォローアップ報告に対する女子差別撤廃委員会の見解について） 

  資料２ 事務局配布資料 

         （男女共同参画に関する国際的な指標、APEC における女性と経済への言及） 

資料３ 第３次男女共同参画基本計画における成果目標/参考指標の動向 

  資料４ 宮本太郎北海道大学大学院教授配布資料 

  資料５ 松下光惠委員配布資料 

 

（参考資料） 

「雇用・セーフティネットの再構築」関係府省ヒアリング 



 

（議事概要） 

 ・ 内閣府から、①2009 年８月女子差別撤廃委員会の最終見解においてフォローアップを

求められた事項（暫定的特別措置、選択的夫婦別氏制度の導入等の民法改正）に関する

政府報告に対する委員会の見解、②男女共同参画に関する国際的な指標であるＨＤＩ（人

間開発指数）等の最新値、③ＡＰＥＣ首脳会議ホノルル宣言等における女性と経済への

言及、④第３次男女共同参画基本計画における主な成果目標の動向、⑤苦情処理ガイド

ブックの作成について、それぞれ報告がされた。 

 ・ 第３次男女共同参画基本計画において、今後取り組むべき喫緊の課題の１つとされて

いる「雇用・セーフティネットの再構築」に関する有識者ヒアリングを行った。 

男女共同参画会議議員である宮本太郎北海道大学大学院教授から「生活保障の再構築 

男女共同参画の視点から」について説明が行われ、質疑応答が行われた。 

 監視専門調査会委員である松下光惠静岡市女性会館館長から「課題解決型事業への取

組～静岡市女性教育会館の場合～」について説明が行われ、質疑応答が行われた。 

・ 次回の専門調査会では、「雇用・セーフティネットの再構築」に関する意見について検

討することとなった。 


